
平成３０年６月１３日
６月１４日
６月１５日

質問順 氏　名 要　　　　　　　　　　旨

1 14番議員 　１　臨時・非常勤職員の雇用安定・処遇改善について

宮島　良夫 　　（１）総務省の実態調査への回答は

　　（２）雇用年限・空白期間について

　　（３）給付について

　　（４）必要な財源の措置について

　２　地域自治会加入について

　　（１）移住世帯の地域自治会の加入について

　　（２）伊那市全体での地域自治会の加入について

　３　市長の職務について

2 15番議員 　１　伊那市の危機管理について

飯島　進 　　（１）子どもの安心・安全について

　　（２）Ｊアラートの誤報について

3 13番議員 　１　高齢者等買い物弱者といわれる方々の支援について

唐澤　稔 　２　森林所有者の特定と集約について

4 10番議員 　１　投票率を上げるためにすべきことは

二瓶　裕史 　　（１）低投票率の原因と次の選挙に向けてすべきこと

　　（２）共通投票所の設置について

　　（３）選挙手帳の作成について

　　（４）意味のある主権者教育

　２　子育てしやすい伊那市の実現に向けて
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5 11番議員 　１　子育てに悩む母親にＳＮＳを使った育児相談システムの構築

野口　輝雄 　　　を

　２　高齢者の自動車運転の安全対策と免許証の自主返納について

　　（１）高齢者が安全な運転をするための手立てについて

　　（２）運転免許証の自主返納制度の問題点と解決策

　３　美篶青島地区の三峰川右岸に自然発生しているゲンジボタル

　　　の保護と活用について

6 8番議員 　１　「伊那市５０年の森林（もり）ビジョン」を掲げる「もり」

宮原　英幸 　　　づくりの進行状況について

　２　「日本一の桜の里づくり計画」の今後と関連する観光施策に

　　　ついて

7 4番議員 　１　非核平和宣言都市の看板の再建を

馬場　毅 　２　住宅リフォーム補助金の復活・店舗リニューアル補助金の新

　　　設を

　３　働く青少年が気軽に利用できる文化施設を

8 3番議員 　１　人口減少、高齢化社会をカバーしながら「元気な伊那市」を

田畑　正敏 　　　更に推進していくための施策について

　２　移住・定住者向けの住宅施策について

9 20番議員 　１　子どもの貧困対策について

柳川　広美 　　（１）子どもの医療費は窓口負担ゼロに

　　（２）中学校の制服・体操着・上履きなどが高い

　　（３）伊那市独自の奨学金制度の創設を

　２　産業立地の今後の方向性について

　　（１）空き地・空き工場の情報提供を市民に呼びかけを

　　（２）今後の工場誘致について

　３　伊那公園について

　　（１）南側斜面の倒木対策を

　　（２）伊那公園を防災公園に
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10 9番議員 　１　下水道事業の現状と今後について

白鳥　敏明 　２　三峰川右岸道路の交通安全対策について

11 19番議員 　１　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について

前田　久子 　　（１）伊那市内のＡＥＤ設置と運用の状況について

　　（２）教育現場、スポーツ関連施設での状況について

　　（３）地域の公民館への設置状況と対応について

　　（４）ＡＥＤを統括する部署について

　　（５）ＡＥＤマップ、点検記録簿の作成について

　　（６）広報について

12 12番議員 　１　伊那インター工業団地の更なる発展について

唐澤　千明 　２　避難所施設確立と充実に向けての今後について

　　（１）東部地区に防災拠点施設設置について

　　（２）避難所国際基準「スフィア基準」について

13 16番議員 　１　障がい者や高齢者の移送サービスの継続について

飯島　光豊 　２　県教委の「高校改革実施方針」（案）と上伊那地域協議会に

　　　ついて

　　（１）県内の他の地域より早く立ち上げた上伊那地域協議会に

　　　　　ついて

　　（２）伊那市内の普通高校の統合を強く示唆するような「再編

　　　　　計画の方向」について

　　（３）少子化に対する再編基準と少人数学級について

　　（４）新たな学びの推進の問題点について

14 2番議員 　１　子育てに関する支援「ファミリーサポートセンター」につい

小林　眞由美 　　　て

　　（１）ファミリーサポートセンターの現状・あり方について

　　（２）安心して利用できる体制づくりについて

　　（３）相互援助活動について
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15 1番議員 　１　地域医療について

池上　直彦 　　（１）伊那市の地域医療について

　　（２）長谷鍼灸治療所の閉所の理由について

　　（３）なぜ公表がこの時期になったのか

　２　鍼灸治療所の必要性

　　（１）日本の地方都市モデルを目指して

　　（２）高齢者の介護予防の充実

　　（３）女性活躍社会の実現

　　（４）女性・障がい者などを含め就業支援ＵＩＪターン促進

16 21番議員 　１　対話行政に対する市長の信念について

飯島　尚幸 　２　道路・交通対策の充実について

　　（１）三遠南信自動車道路について

　　（２）伊駒アルプスロードについて

　　（３）バス路線の充実について

17 7番議員 　１　効果的な通学費等補助について

三澤　俊明 　　（１）市独自の中学生通学用自転車購入費補助金制度の提案に

　　　　　ついて

　　（２）補助対象となる通学区域について


